


別 紙   

落札者決定基準 

落札者の決定方法 

 入札参加者は、価格及び価格以外の要素をもって入札に参加し、区は、審査会の意見を聴

き、評価点の高い３者程度を落札候補者として選定します。 

 落札候補者は、評価申告書の内容を証明する評価申告内容確認資料を作成、提出するもの

とします。区は、落札候補者が提出した評価申告内容確認資料を審査し、評価申告書の評価点

が適当である場合には、評価点の最も高い者を当該工事の落札者とします。なお､評価点が最

も高い者が2者以上ある場合には、くじ引きにより落札者を決定します。 

ただし、落札者となるべき者の入札価格によっては､その者により当該契約の内容に適合した

履行がなされないおそれがあると認められるとき、又はその者と契約を締結することが公正な

取引の秩序を乱すこととなるおそれがあって著しく不適当であると認められるときは､予定価

格の範囲内の価格をもって入札した他の者のうち次に評価点の高い者を落札者とする場合が

あります。 

前記ただし書きの場合、本区が行う調査に協力する義務があります（江戸川区制限付一般競

争入札実施基準に係る運用基準 第４ 低入札価格調査等）。 

なお､契約に関しては後記14（2）に記載の契約保証金が必要となり、これが納付できない

ときは失格とします。 

 

総合評価の方法 

評価点の算定 

（１） 評価点は、入札書が無効でない者について、価格評価点と価格以外の要素を一定の基

準により評価して得た評価点（以下「社会的要請評価点」という。）とを加算して得られ

る数値とします（加算方式）。 

評価点＝価格評価点＋社会的要請評価点 

（２） 価格評価点と社会的要請評価点の配点は、次のとおりとします。 

①価格評価点：50点 

②社会的要請評価点：50点 

（３） 価格評価点は、次の算式により算定します（「7.2.2価格評価点のイメージ図」参照）。 

① 満点基準価格＜入札価格≦予定価格の場合  

 価格評価点  = ൫予定価格−入札価格൯×Ｚ２＋Ｚ１ 
 

    Ｚ１ ＝50− ൣ൫予定価格−満点基準価格൯×Ｚ２൧ 
    Ｚ２ ＝

Ｚ３൫予定価格ିＺ４൯ 
    Ｚ３ ＝ ൤50 × ൫予定価格ିＺ４൯൫予定価格ିＺ５൯൨＋ ൤50 × ൬1 − ൫予定価格ିＺ４൯൫予定価格ିＺ５൯൰× ଶଷ൨ 



    Ｚ４ ＝൫直接工事費× 0.9൯＋൫共通仮設費× 0.8൯＋൫現場管理費× 0.8൯＋൫一般管理費× 0.8൯ 
    Ｚ５ ＝൫直接工事費× 0.9൯＋൫共通仮設費× 0.7൯＋൫現場管理費× 0.7൯＋൫一般管理費× 0.3൯ 
 

 ② 入札価格≦満点基準価格の場合  →満点 

 ③ 予定価格＜入札価格の場合     →失格 



価格評価点のイメージ図 

 

 

 

 

各設定価格の算定方式（千円未満の端数は切り捨てとします） 

 
 
 
 
 
 
 
 

満点基準価格の算定方式 

＝(直接工事費×0.95)＋(共通仮設費×0.9)＋(現場管理費×0.8)＋(一般管理費等×0.55） 

低入札調査基準価格の算定方式 

＝(直接工事費×0.855)＋(共通仮設費×0.9)＋(現場管理費×0.8)＋(一般管理費等×0.55) 



7.1. 評価項目と評価の視点 
7.1.1 評価項目 

評 価 項 目 
提案 

項目 
配点 

合計     ５０ 

価
格
以
外
の
評
価
項
目 

 １ 地域社会への貢献、地域環境への配慮   １９ 

評
価
の
視
点 

 (1) 災害・緊急時対応  ※ 当該学校に対する点検協定締結は必須とする 8  

 ① 当該学校に対する緊急時対応 ● ４ 

 

 

 ② 防災活動等の取組状況と協力内容   ３ 

 

 ③ 応急危険度判定員の登録状況   １ 

 (2) 教育活動・地域諸行事への協力 6 

 ① 子どもたちに対する教育への貢献 ● ３ 
 

 ② 各種ボランティア活動、地域活動、地域社会への貢献 ● ３ 

 (3) 環境配慮   ４ 

 ① エコカンパニーえどがわへの登録、ＩＳＯ１４００１の取得状況   ２ 
 

 ② 環境配慮への取組 ● ２ 

 (4) 過去の社会的要請型総合評価一般競争入札への参加実績  1 

 ２ 地域経済の活性化   １９ 

評
価
の
視
点 

 (1) 区内下請業者等の活用   １４ 

 

 ① 今回工事の区内下請率   ７ 

  ② 過去工事の区内下請率   ５ 

 ③ 下請業者等に対する配慮 ● ２ 

 (2) 労働者への能力開発・福利厚生支援等 ● ２ 

 (3) 業者間における技術移転・教育的側面への提案 ● ３ 

 3 品質保証・点検等   １２ 

評
価
の
視
点 

 (1) 品質確保への取組  ※ 主要部分等の10年間保証は必須とする  ４ 

 

 ① 品質保証についての具体的内容の提案 ● ２ 
 

 ② 点検等についての具体的内容の提案 ● ２ 

 (2) 工事成績   6 

 ① 過去５年間の江戸川区又は東京都発注工事の平均成績   ３ 
 

 ② 過去５年間の今回工事に携わる監理技術者等の専任工事の平均成績   ３ 

 (3) 工事に関する提案（安全対策等） ● 2 



 

評価の視点 
 

評価項目 評価の視点 

地域社会への貢献 

・ 

地域環境への配慮 

地域住民にとって学校施設は単に教育の場というだけではなく、スポー

ツ、ボランティア活動など地域コミュニティの中核的な施設である。 

 加えて、一たび震災などの災害が発生すれば避難施設としての機能も併

せ持つ。災害発生時に避難施設としての機能を発揮させるためには、先ず

は使用に耐えうるかの安全点検を行い、そのうえで必要な応急措置や補修

を行う必要がある。 

 このことから、今回施工する学校や区内施設について、災害発生時に建

設業者だからこそ担える施設の安全確認点検や復旧作業活動などについ

て、積極的な取組を期待し、その意思を確認するとともに、現場で点検・

復旧活動に従事できる技術者や作業員の人員、重機や資機材の内容、並び

に現場に駆けつけるまでの所要時間などを重要な評価項目とする。 

また、子どもたちに対する教育への貢献や地域ボランティア活動への取

組状況、環境配慮への取組状況なども学校施設を施工する業者として、ど

のように社会的要請に応えることができるのかを確認するために評価項目

とする。 

地域経済の活性化 

地域経済活性化は区民に最も身近な自治体である区に与えられた重要課

題であり、活力ある区民生活には不可欠な要素である。 

 小・中学校改築事業は２０年以上継続する事業であり、地域経済の活性

化につなげる大きなチャンスである。区内建設業関係者の活用を積極的に

誘導することは、地域産業の成長を促し、雇用の創出並びに安定、そして

地域経済活動の増進につながるものである。 

 このことから、区の支出する資金が実質的に地域経済活性化の糧となる

ように、元請、下請を通して区内事業者の比率を重要な評価項目とする。

また、区内在住者の活用や従業員の能力向上等への取組についても、評価

項目とする。 

品質保証 

・ 

点検等 

改築された学校施設は今後少なくとも数十年はその機能を十分に保たな

ければならない。このため建築時だけでなく、長期間の使用を通しての高

い品質が求められる。したがって、主要部分等の１０年間品質保証は必須

とし、それ以上の期間の保証並びに点検等についての提案を受け、これを

重要な評価項目とする。 

 また、施工業者及び配置予定技術者の過去工事の成績は、その建設業者

の技術力を表す客観的で明解な指標であり、施工に対する真摯な姿勢を示

すものであることから、重要な評価項目とする。 

 さらに、学校施設としての工事上の安全対策や品質確保への積極的な創

意工夫は、建設業者の建築物に対する愛着心や地域社会への貢献意欲の表

れとして捉えて、評価項目とする。 
 
※ 落札者は､本件工事契約締結後、速やかに「江戸川区立瑞江第三中学校災害時点検協定書」
（別記様式 4-1）及び「江戸川区立瑞江第三中学校品質保証書」（別記様式 4-2）の締結
が必須となります。 

※ 評価項目の具体的指標については、評価申告書に記載してあります。 
※ 価格評価点50点、社会的要請評価点50点、計100点を満点とします。






